




　川崎病の原因がいまだ不明であるため原因的治療は現在のところ望めない。

しかし川崎病による急死や虚血性心臓病を予防するという診療上さしせまった

問題がある。今までのいくつかの治療を冠動脈瘤の発生頻度から評価してみる

とアスピリン療法の有用性が示唆され,また 30mg/kg のアスピリンは血小板擬

集能も抑制し(図 1),血栓予防にも有効であろうと考えられた。今回はさらに

アスピリンのもつ抗炎症作用に期待しアスピリンの量について検討を加えたの

で報告する。


